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              生駒市西畑地区の  

          棚田・里山の再生と創造 

いこま棚田クラブ  

代��事 出口 ��                        奈良県  

 
１�は�めに  
 生駒市西畑の棚田は大阪府と奈良県にまたがる生駒山（標高 642m）の暗峠（標高 455m） 
から奈良県側に 30ha（200 枚）にわたって展開している。この棚田に面している街道は暗

がり越え奈良街道（現国道 308 号）と称し、難波の宮から平城宮へ通る道でその昔遣唐使

が通り、江戸時代には参勤交代の武士や大坂の商人がお伊勢参りに通る道で大変賑わった

そうである。その昔から営々として築かれた棚田・里山が農村の高齢化、後継者不足、農

業経済性の悪化に加えて生駒山を貫通する第二阪奈トンネル工事で水脈が切断され農業用

水の不足などの悪条件が重なり耕作放棄地が増え荒廃が進んでいた。  
 西畑町自治会（世帯数 20、人口 80 名）は、  
2002 年に“この由緒ある棚田を後世に残そう”  
と全戸加入の「西畑棚田を守る会」を結成し、  
年数回町民総出で草刈りなどを実施いていたが  
力不足は否めず景観ボランティアを探していた。  
 一方、私たちは大阪市にあるシニア自然大学  
（現ＮＰＯ法人シニア自然大学校）で 1 年間に  
わたり自然生態系や自然環境についての講座を  
修了したシニア自然大学の会員諸氏に働きかけ 写真１ 活動開始前の棚田（2003 年 10 月撮影） 

2003 年 10 月に「いこま棚田クラブ」を設立した。  
爾来、今年で 9 年目を数えるが毎週 1 回（第 1,3,5 日曜日、第 2,4 月曜日）に欠かさず

現地に集まり“西畑地区の棚田・里山の再生と創造”をテーマに活動を続け、定例活動回

数は今年 4 月に累計 400 回に達している。  
 
２�活動の経�と�景  
 私たちが取り組んでいる区域は、西畑町の棚田全域の約１／３で面積は１０ｈａほどで

ある。その内、約１／２は地元農家が自家用に田んぼや畑として農作物の栽培を続けてい

る。残りの１／２が休耕棚田（放棄田）となっており、写真１のように草茫々の状態であ

った。地元では、これらの休耕棚田を復田（田んぼに戻す。）することは不可能であり草を

刈って棚田としての景観が維持できれば良いとの希望であった。  
 私たちボランティア側は、シニア自然大学で自然環境に興味をもった仲間が集まり農事

体験や自然観察の場として活用すると共に都市住民の居場所つくり、都市と農村の交流、

地域おこしにもつながると大きな夢を持って活動を始めた。地元の方々もボランティアっ

て何者？と云った目で見ており最初は期待もされていなかった。しかし、真夏の暑い日も  
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雨の日も毎週毎週集まって草刈りを続ける内に見る目も変わってきて、田んぼ、畑などを

借りるように発展していった。  
 
３�いこま棚田クラブの活動�要  
 毎月第 1,3,5 日曜日、第 2,4 月曜日を定例活動日として固定している。その他イベント、

地域行事などは特別活動として随時行っている。会員は約 70 名でリタイアした都市住民

や子育ての終わった主婦層が中心で活動日には私鉄の駅ターミナルに集合し、マイカーや

タクシーを利用して現地（西畑の棚田）に向かいａｍ9:30～ｐｍ3:30 位まで現地で活動を

している。活動の基本は①景観整備、②援農（農家のお助けマン）、③自然環境教育などと

している。  
                      
（１）いこま棚田クラブの活動        
 図１に示すように活動のコンセプトは  
・自然環境重視型のアグリライフ  
・都市住民の新しい居場所つくり  
・地域の活性化  
・自然環境学習  
・自然環境保護活動をあげている。  

10 の活動グループを構成し、作業計画を推  
進する担当別リーダを置く。実際の作業は当  
日参加者の中から必要人数を割り当てて行う。  
                         図１ いこま棚田クラブの活動  

①草刈り隊                  
 休耕田の草刈りが中心で奈良県の刈払い機  
安全講習を受講したメンバーで月 1 回の一斉  
草刈りや田んぼ、畑などの草刈りを実施。  
（刈払い機台数 15 台）  

②山守隊  
 里山林の整備が中心で毎年 10 月～3 月の間   
は間伐、除伐、枯損木の整理、その他林内の  
遊歩道つくり、木製遊具製作などを実施して  
いる。  
③ビオトープ                    写真２ 休耕棚田の草刈りと野焼き  

 休耕棚田を通年水張りのビオトープに活用     
している。水の管理、定期的に水生生物調査     
の実施。 （次年度より小学生向けビオトー  
プ観察会の実施予定）  
④田んぼグループ   
 休耕棚田を復活させて地元農家の指導の  
                              写真３ 棚田ビオトープ  
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もと、苗床つくりから田植え、稲刈り、脱  
穀までを実施。（棚田 4 枚 15 ｱｰﾙ）  
⑤畑グループ  
 休耕田を転作した畑で年間を通じて野菜  
を栽培している。 (10 ｱｰﾙ)棚田体験会にく  
る小学生の農事体験場として活用し、また  
収穫した農作物は会員で買い上げて（協力  
金）その収益はクラブの運営資金として使  
用している。（種苗、肥料、用具の購入）       写真４ 復田した田んぼの稲刈り  

⑥花畑グループ  
 棚田に面した暗越え奈良街道（現国道 3      
08 号）は、休日には歴史ウオークやハイカ  
ーで賑わう。景観整備の一環として休耕田  
を花畑に転用している。  
⑦竹炭グループ  
 棚田の山際は竹林で覆われていた。伐採  
した竹を放置しておけばやがて腐敗して二  
酸化炭素放出となる。伐採した竹を竹炭に          写真５ 自主農園  

することにより永久に炭素固定になり、家  
庭用の脱臭、防湿、台所のぬめり取りなど  
に利用するほか畑に散布して土壌改良に利      
用している。竹炭窯の製作から竹炭焼きま  
でを実施している。  
⑧菜の花ｐｒｏ  
 休耕棚田を利用して菜の花エコプロジェ  
クトに取り組む。市民生活協同組合｢ならコ  
ープと｣協働で実施している。（地球温暖化       写真６ 花畑のニュース掲示板  

防止活動の一環）  
新規畝起こし（連作不可）（9 月）→菜の花  
の播種（10 月）→間引き、草抜き、施肥→  
菜の花まつり（4 月）→刈り取り、はさ架け     
（6 月）→脱穀、唐箕（6 月）→搾油（業者  
依頼）→ナタネ油  
廃食油回収（ならコープ）→ＢＤＦ燃料化  
→ならコープ配送車で利用（20 台）  
⑨シイタケグループ  
 里山林（落葉広葉樹林、コナラ林）の間伐     写真７ コナラを使ったシイタケ栽培  

コナラでシイタケの栽培。ほだ木つくり、   
植菌などは小学生向けイベントとして実施。  
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⑩南高梅の栽培  
 休耕棚田でウメの栽培。将来、ウメの里  
として収穫した南高梅の販売を目指す。  
（南高梅の栽培研究をされている和歌山県  
南部高校元教諭の指導のもと実施している。）  
⑪日本みつばち  
 棚田には菜の花、レンゲ、ウメ、そばな  写真８ 南高梅の栽培  写真９  みつばちの巣箱  

ど蜜源が豊富でみつばちも多い。みつばち  
の巣箱を製作し設置している。  
 
（�）いこ�棚田���活動実績（2010 年 6 ��2011 年 5 �）  

2010 年度の活動回数（定例活動）  
定例活動回数 51 回  延べ活動参加者（ゲストは除く）1448 名 1 日平均 28.4 名  

 生駒市西畑地区の棚田・里山の景観整備・援農は 2003 年より続けている。農地は毎年  
同じことの繰り返しである。活動面積が拡がるとその景観維持が大変であるが少しづつ新  
しいことにも挑戦している。  
 ■定 例 活 動                 

 累 積 回 数  月  日  
参 加  

者 数  
 累 積 回 数 月  日  

参 加  

者 数  
累 積 回 数  月  日  

参 加  

者 数  

 358 6 月 6 日  33  375 10 月 3 日 26 392 2 月 6 日 30 

 359 6 月 14 日  35  376 10 月 11 日 35 393 2 月 14 日 24 

 360 6 月 20 日  33  377 10 月 17 日 40 394 2 月 20 日 27 

 361 6 月 28 日  39  378 10 月 25 日 21 395 2 月 28 日 22 

 362 7 月 4 日  31  379 10 月 31 日 26 396 3 月 6 日 26 

 363 7 月 12 日  19  380 11 月 7 日 33 397 3 月 14 日 25 

 364 7 月 18 日  25  381 11 月 15 日 27 398 3 月 20 日 35 

 365 7 月 26 日  23  382 11 月 21 日 29 399 3 月 28 日 24 

 366 8 月 1 日  26  383 11 月 29 日 28 400 4 月 3 日 32 

 367 8 月 9 日  30  384 12 月 5 日 26 401 4 月 11 日 25 

 368 8 月 15 日  26  385 12 月 13 日 27 402 4 月 17 日 30 

 369 8 月 23 日  24  386 12 月 19 日 32 403 4 月 25 日 22 

 370 8 月 29 日  21  387 12 月 27 日 26 404 5 月 1 日 29 

 371 9 月 5 日  23  388 1 月 9 日  34 405 5 月 9 日 24 

 372 9 月 13 日  22  389 1 月 16 日 25 406 5 月 15 日 30 

 373 9 月 19 日  71  390 1 月 24 日 25 407 5 月 23 日 19 

 374 9 月 27 日  26   391 1 月 30 日 27 408 5 月 29 日 30 

        回 数 合 計  51 1448 

                    

表１ 20010 年度（ｔａｋａｒａ助成期間）の定例活動実績  
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（�）いこま棚田�ラ�の特別活動��（2010 年 6 ��2011 年 5 �）  
 2010 年度特別活動（イベント）回数 45 回  参加ゲスト数 4776 名  
 棚田・里山の再生とは単に物理的に休耕棚田の草刈り、雑木林の間伐あるいは植樹や草

花を植えて景観を良くすることに留まらない。農村が衰退し昔ながらの生活が営まれない  
ために現在の里山の危機がある。それには都市住民と農村の交流を盛んにし、特にボラン

ティアによって絶えず人（特に子ども）の賑わいのある環境を創出しなければならない。  
また、自然に触れる機会の少ない都市住民（子ども達）を棚田に招いて自然の素晴らしさ、  
自然の偉大さ、自然の大切さを体験して頂きたい。  
 そのことによって農村（地域）にも、なりわいとは別に田舎の良さの認識を深め都市住

民に喜んでもらえる環境と文化を提供することで自らの価値を高め、やりがいのある活動

で地域が活性化する。このような考えから定例活動の中であるいは特別にスケジュールを  
組んで数多くのイベントを催している。  
  ■特 別 活 動 （イベント）     

  月  日  行  事  名  
参 加

者 数
備   考  

  6 月 6 日  菜 の花 の刈 り入 れ 33 ならコープと協 働 事 業  

  6 月 12 日   菜 の花 の脱 穀    15        〃 

  7 月 4 日  共 同 草 刈 り・側 溝 清 掃  30 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  7 月 17 日  棚 田 ・里 山 体 験 観 察 会  34 大 阪 府 摂 津 市 小 学 校 （ｸﾞﾘｰﾝﾚﾝｼﾞｬｰ） 

  7 月 26 日  名 古 屋 短 期 大 学 里 山 実 習  13 名 古 屋 短 期 大 学 宿 泊 研 修  

  7 月 26 日  大 豆 畑 草 刈 り 10 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  8 月 1 日  共 同 草 刈 り・懇 親 会  33          〃 

  8 月 8 日  奈 良 県 山 の日 (里 山 で遊 ぼう) 32 いこま棚 田 クラブ 

  8 月 22 日  そばの播 種 （臨 時 ） 24 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  8 月 22 日  高 知 県 大 豊 町 役 場 視 察  20 いこま棚 田 クラブ、西 畑 棚 田 を守 る会

  9 月 19 日  稲 刈 り（イベント） 71 いこま棚 田 クラブ 

  9 月 20 日  奈 良 県 環 境 フェア（大 和 高 田 市 ） 100 ブース出 展 （奈 良 県 主 催 ） 

  10 月 3 日  菜 の花 エコプロジェクト（播 種 ） 20 ならコープと協 働 事 業  

  10 月 11 日  棚 田 ・里 山 体 験 観 察 会  25 大 阪 市 東 都 島 エコクラブ 

  10 月 17 日  棚 田 ・里 山 体 験 会 （いもほり） 15 ガールスカウト（大 阪 ） 

  10 月 17 日  〃 33 ならコープ（生 駒 ネット） 

  10 月 23 日  朝 日 新 聞 親 子 環 境 自 然 教 室  70 シニア自 然 大 学 校 運 営 協 力  

  10 月 31 日  Ｍｔ．Ｉｋｏｍａ Ｈａｒｖｅｓｔ（イベント） 100 大 阪 の若 者 集 団  （ＩＮ／ＳＥＣＴＳ） 

  11 月 3 日  平 城 宮 跡 プレ育 樹 祭 イベント 300 ブース出 展 （奈 良 県 農 林 部 主 催 ） 

  11 月 7 日  生 駒 山 暗 越 えウオーク 80 大 阪 府 みどり公 社 主 催  

  11 月 ７日  棚 田 ・里 山 体 験 会  25 ガールスカウト（奈 良 ） 

  11 月 ７日  そばの刈 り入 れ 20 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  11 月 12 日  東 京 棚 田 フェスティバル 100 棚 田 ネットワーク主 催 （国 連 大 学 ） 

  11 月 13 日  〃 200       〃 
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  11 月 21 日  菜 の花 エコプロジェクト 20 ならコープと協 働 事 業  

  11 月 29 日  シニア自 然 大 学 里 山 実 習  34 いこま棚 田 クラブ 

  12 月 5 日  棚 田 ・里 山 体 験 会  14 生 駒 市 子 ども連 絡 協 議 会 リーダー研 修  

  12 月 19 日  収 穫 祭  70 西 畑 棚 田 を守 る会  

  1 月 10 日  大 とんど 200 西 畑 棚 田 を守 る会 と協 働  

  1 月 27 日  味 噌 作 り教 室  18 西 畑 棚 田 を守 る会  

  1 月 28 日  〃 10      〃 

  1 月 30 日  生 駒 市 環 境 シンポジウム 400 生 駒 市 主 催 （環 境 行 動 賞 受 賞 ） 

  3 月 9 日  オーライ！ニッポン大 賞 受 賞 式  200 農 水 省 主 催 （東 京 オリンピックセンター） 

  3 月 20 日  共 同 草 刈 り＆懇 親 会  50 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  3 月 23 日  里 山 林 整 備 事 業 現 地 検 査  7 奈 良 県 農 林 部 、生 駒 市 産 業 振 興 課  

  4 月 10 日  苗 床 つくり 10 西 畑 棚 田 を守 る会  

  4 月 17 日  菜 の花 まつり 210 ならコープと協 働  

  4 月 24 日  アースデー奈 良 （奈 良 公 園 ） 450 ならコープ主 催  

  4 月 25 日  近 畿 大 学 農 学 部 里 山 実 習  30 いこま棚 田 クラブ 

  4 月 29 日  ふろーらむスプリングイベント 500 生 駒 市 主 催 （花 のまちづくりセンター）

  5 月 9 日  近 畿 大 学 農 学 部 里 山 実 習  30 いこま棚 田 クラブ 

  5 月 21 日  生 駒 山 スカイウオーク 1000 生 駒 市 主 催 （一 般 市 民 参 加 ） 

  5 月 27 日  南 生 駒 小 学 校 （3 年 生 ）遠 足  90 いこま棚 田 クラブ、西 畑 棚 田 を守 る会

  5 月 28 日  田 んぼの代 かき 10 いこま棚 田 クラブ 

  5 月 29 日  田 植 え（雨 のため畑 と工 作 に変 更 ） 20 生 駒 市 ボーイスカウト、近 畿 大 学 生  

         

  回 数 合 計  ４５回  4776   

          

表２ 20010 年度（ｔａｋａｒａ助成期間）の特別活動実績  

 
 
                          
 
 
 
 
 
 
  写真１０ ブース出展      写真１１ 自然工作教室    写真１２ 里山体験会 

（生駒市環境シンポジウム）      （奈良アースデー）      （小学校校外授業）  

 
表 2 に示すように実に多くのイベントを実施している。実際のところはやりすぎて本来

の景観整備（草刈り、石垣出し、間伐、除伐、）、自主農園（畑）の栽培などに支障を来す
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  11 月 21 日  菜 の花 エコプロジェクト 20 ならコープと協 働 事 業  

  11 月 29 日  シニア自 然 大 学 里 山 実 習  34 いこま棚 田 クラブ 

  12 月 5 日  棚 田 ・里 山 体 験 会  14 生 駒 市 子 ども連 絡 協 議 会 リーダー研 修  

  12 月 19 日  収 穫 祭  70 西 畑 棚 田 を守 る会  

  1 月 10 日  大 とんど 200 西 畑 棚 田 を守 る会 と協 働  

  1 月 27 日  味 噌 作 り教 室  18 西 畑 棚 田 を守 る会  

  1 月 28 日  〃 10      〃 

  1 月 30 日  生 駒 市 環 境 シンポジウム 400 生 駒 市 主 催 （環 境 行 動 賞 受 賞 ） 

  3 月 9 日  オーライ！ニッポン大 賞 受 賞 式  200 農 水 省 主 催 （東 京 オリンピックセンター） 

  3 月 20 日  共 同 草 刈 り＆懇 親 会  50 西 畑 棚 田 を守 る会 と共 同 作 業  

  3 月 23 日  里 山 林 整 備 事 業 現 地 検 査  7 奈 良 県 農 林 部 、生 駒 市 産 業 振 興 課  

  4 月 10 日  苗 床 つくり 10 西 畑 棚 田 を守 る会  

  4 月 17 日  菜 の花 まつり 210 ならコープと協 働  

  4 月 24 日  アースデー奈 良 （奈 良 公 園 ） 450 ならコープ主 催  

  4 月 25 日  近 畿 大 学 農 学 部 里 山 実 習  30 いこま棚 田 クラブ 

  4 月 29 日  ふろーらむスプリングイベント 500 生 駒 市 主 催 （花 のまちづくりセンター）

  5 月 9 日  近 畿 大 学 農 学 部 里 山 実 習  30 いこま棚 田 クラブ 

  5 月 21 日  生 駒 山 スカイウオーク 1000 生 駒 市 主 催 （一 般 市 民 参 加 ） 

  5 月 27 日  南 生 駒 小 学 校 （3 年 生 ）遠 足  90 いこま棚 田 クラブ、西 畑 棚 田 を守 る会

  5 月 28 日  田 んぼの代 かき 10 いこま棚 田 クラブ 

  5 月 29 日  田 植 え（雨 のため畑 と工 作 に変 更 ） 20 生 駒 市 ボーイスカウト、近 畿 大 学 生  

         

  回 数 合 計  ４５回  4776   

          

表２ 2010 年度（ｔａｋａｒａ助成期間）の特別活動実績

                         

  写真１０ ブース出展      写真１１ 自然工作教室    写真１２ 里山体験会 

（生駒市環境シンポジウム）      （奈良アースデー）      （小学校校外授業）

表 2 に示すように実に多くのイベントを実施している。実際のところはやりすぎて本来

の景観整備（草刈り、石垣出し、間伐、除伐、）、自主農園（畑）の栽培などに支障を来す
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こともあり、メンバーからはブーイングが出ていることも承知している。しかし、地元と

の共同作業や依頼は最優先にしなければならない。また、私たちの活動の社会的認知度も

向上し、奈良県、生駒市などの行政レベル、奈良ＮＰＯセンター、奈良生活協同組合など

の公的機関、その他大学、小学校などからの依頼も増え、どれも引き受けざるを得ない状

況にある。これらはいずれも自然環境、自然保護、里山保全、子どもの環境教育、地域お

こしに欠かせない社会貢献活動であると自負している。  
一市町村（生駒市西畑町）での活動が全国レベルで注目されるようになり、里山再生に

取り組む高知県大豊町からの視察、棚田 100 選などで知られる棚田ネットワークからのお

誘いなど活動範囲が大きく広がってきていることは喜ばしいことである。  
 
（�）里山の活動に継続的に関わっている動機（いこま棚田クラブの場合）  
 独立行政法人 森林総合研究所（関西支所）が発行している｢里山に入る前に考えること｣ 
－行政およびボランティア等による整備活動のために－と云う冊子によると里山での活動

に継続的に関わって行くための動機として 4 つのタイプがある。  
 

関与のための動機タイプ           内  容  
教育・人間形成  
 

体験による子ども・青年層への環境教育  
人格形成、地域学習の場としての効果  

生活の質の向上  
 

レクリェーション・趣味的活動、参加者同士の交流などに  
よる生活への好影響  

地域の基盤形成  
 

地域環境の整備・向上とそれに伴う生活基盤の拡充、地域  
活性化への期待  

環境行動意欲  
 

環境問題に対する貢献を実現しようとする意欲  

                表３ 動機タイプと内容  

 
いこま棚田クラブの活動メニ�ー  

    施 策 メニュー 
関 与 過 程  

 

タイプと 

 

の比 較  

 
  

  関 与 の前 段 階  

 

いこま棚 田

クラブの 

活 動  

 教 育 ・人 間  生 活 の質 地 域 の基 盤 環 境 行 動 場 の紹 介  公 的 担 保   

  形 成 効 果  向 上 効 果 形 成 効 果  意 欲  提 供     

炭 焼 き ○ ○ ○ ○     ● 

森 林 ミュージアム ○ ○ ○ ○       

活 動 団 体 補 助 ・助 成  ○ ○ ○ ○      

農 山 村 体 験  ○ ○ ○         

木 工 クラフト ○ ○         ● 

子 どもの遊 び場  ○ ○         ● 

炭 焼 きの人 材 保 護 文 化 の保 護  ○   ○ ○       
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人 材 プロデユース ○   ○ ○       

里 山 案 内 人  ○   ○ ○     ● 

便 益 施 設 整 備  ○   ○         

資 機 材 提 供 ・支 援  ○     ○       

指 導 者 向 け講 習 会  ○     ○       

環 境 学 習  ○           ● 

地 域 学 習  ○             

民 具 展 示  ○             

植 樹 ・植 栽    ○ ○ ○     ● 

バイオマスエネルギー利 用    ○ ○ ○       

間 伐 材 利 用    ○ ○ ○       

都 市 農 村 交 流    ○ ○       ● 

樹 林 に埋 もれた史 跡 の整 備    ○ ○         

賃 貸 （里 山 オーナー）   ○ ○         

林 相 整 備    ○   ○       

除 間 伐    ○   ○     ● 

郷 土 苗 育 成    ○   ○     ● 

ハイキング   ○           

キノコ作 り   ○         ● 

どんぐり拾 い・遊 び   ○           

竹 林 整 備      ○ ○     ● 

棚 田 管 理      ○ ○     ● 

竹 林 ・人 工 林 の広 葉 樹 林 化      ○ ○       

寄 付      ○ ○       

鳥 獣 害 対 策      ○ ○     ● 

耕 作 放 棄 地 管 理      ○ ○     ● 

シカ肉 の活 用      ○ ○       

牛 ・羊 など家 畜 の放 牧      ○ ○       

協 定 制 度      ○ ○       

防 災 施 設 整 備      ○         

ヤマビル対 策      ○         

クヌギ林 の育 成      ○         

寺 社 周 辺 林 の整 備      ○         

枯 れ木 伐 倒      ○         

観 光 拠 点 整 備      ○         

ペレットストーブ研 究 開 発      ○         

公 園 整 備      ○         

動 植 物 保 全 再 生        ○     ● 
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ビオトープ創 造        ○     ● 

保 全 活 動 ネットワークの形 成        ○     ● 

里 山 トラスト       ○       

イベント実 施          ○   ● 

情 報 提 供          ○     

企 業 との協 力          ○     

里 山 の日          ○   ● 

地 域 指 定 と行 為 制 限            ○   

保 全 計 画            ○   

審 議 会 設 置            ○   

公 有 地 化            ○   

表４ 施策メニューと活動の動機づけ  

 
４�いこま棚田クラブの活動成果  
 棚田の景観整備の成果は継続して美しい景観を保つことである。棚田は毎年春になると

雑草が生い茂り、草刈りとの格闘がはじまる。田植え、菜の花の栽培、そば、大豆の栽培  
花畑すべて 1 年周期の繰り返しである。１０ｈａと云う広大な面積と里山林（整備完了区

域３ｈａ）の景観を継続保護していくことは、地元民、ボランティアのたゆまぬ努力の成

果である。そして先にも触れたように物理的に美しいだけでなく、里山を楽しむために多

くの人が来てくれることである。  
 幸い、地元民の熱意ある協力、私たちボランティアの活発な活動などにより例年以上の

成果を産み出したと云える。また、長年の活動を評価して頂き生駒市長より環境行動賞の

受賞、農林水産省より第８回オーライ！ニッポン大賞の受賞と云う光栄に浴した。この陰

には貴Ｔａｋａｒａハーモニストファンド様からの助成金を活動資金として使わせて頂き  
活動の大きな支えになったことに感謝している。  
 2,010 年度の活動の中で特徴的な活動を以下に述べたい。  
 
（１）里山林機能回復整備事業（5 年目）  
 奈良県では平成 18 年度から県民みんなで森林を守り育てるという意識の醸成と森林環

境保全を目的として森林環境税制度が実施されている。（県民税に個人は年額 500 円、法

人は均等割額の 5％を上乗せして負担している。）税収額は年間 3 億 5 千万円程度である。 
 この制度の内容は表 5 に示すがいこま棚田クラブはその中の里山林機能回復整備事業を

実施している。これは県農林部の指導のもと民有地の森林を西畑町地権者と当クラブが里

山林整備協定を結んでいる。（5 ケ年計画）このような整備実施団体は奈良県下で 21 団体

である。今年は 5 ケ年計画（整備面積 2.5ｈａ）の最終年（整備面積 0.55ｈａ）である。  
県と生駒市による実施区域の測量が 2010 年 7 月に行われ 10 月～翌年 3 月までの間に

10 名以上が一斉に里山整備に入り全期間で 12 回（参加者数 134 名）実施した。（表 6）  
2011 年 3 月には県と生駒市による整備状態の現地検査があり非常に良好な整備状態で

あると評価された。また、この制度は森林の整備は元より利活用に重点をおいている。  
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ビオトープ創 造        ○     ● 

保 全 活 動 ネットワークの形 成        ○     ● 

里 山 トラスト       ○       

イベント実 施          ○   ● 

情 報 提 供          ○     

企 業 との協 力          ○     

里 山 の日          ○   ● 

地 域 指 定 と行 為 制 限            ○   

保 全 計 画            ○   

審 議 会 設 置            ○   

公 有 地 化            ○   

表４ 施策メニューと活動の動機づけ

４．いこま棚田クラブの活動成果

 棚田の景観整備の成果は継続して美しい景観を保つことである。棚田は毎年春になると

雑草が生い茂り、草刈りとの格闘がはじまる。田植え、菜の花の栽培、そば、大豆の栽培

花畑すべて 1 年周期の繰り返しである。１０ｈａと云う広大な面積と里山林（整備完了区

域３ｈａ）の景観を継続保護していくことは、地元民、ボランティアのたゆまぬ努力の成

果である。そして先にも触れたように物理的に美しいだけでなく、里山を楽しむために多

くの人が来てくれることである。

 幸い、地元民の熱意ある協力、私たちボランティアの活発な活動などにより例年以上の

成果を産み出したと云える。また、長年の活動を評価して頂き生駒市長より環境行動賞の

受賞、農林水産省より第８回オーライ！ニッポン大賞の受賞と云う光栄に浴した。この陰

には貴Ｔａｋａｒａハーモニストファンド様からの助成金を活動資金として使わせて頂き

活動の大きな支えになったことに感謝している。

 2010 年度の活動の中で特徴的な活動を以下に述べたい。

（１）里山林機能回復整備事業（5 年目）

 奈良県では平成 18 年度から県民みんなで森林を守り育てるという意識の醸成と森林環

境保全を目的として森林環境税制度が実施されている。（県民税に個人は年額 500 円、法

人は均等割額の 5％を上乗せして負担している。）税収額は年間 3 億 5 千万円程度である。

 この制度の内容は表 5 に示すがいこま棚田クラブはその中の里山林機能回復整備事業を

実施している。これは県農林部の指導のもと民有地の森林を西畑町地権者と当クラブが里

山林整備協定を結んでいる。（5 ケ年計画）このような整備実施団体は奈良県下で 21 団体

である。今年は 5 ケ年計画（整備面積 2.5ｈａ）の最終年（整備面積 0.55ｈａ）である。

県と生駒市による実施区域の測量が 2010 年 7 月に行われ 10 月～翌年 3 月までの間に

10 名以上が一斉に里山整備に入り全期間で 12 回（参加者数 134 名）実施した。（表 6）
2011 年 3 月には県と生駒市による整備状態の現地検査があり非常に良好な整備状態で

あると評価された。また、この制度は森林の整備は元より利活用に重点をおいている。
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里山林体験会や里山実習などを 2010 年度は 16 回実施し延べ参加者数は 780 名を数えて

いる。（表 7）  
 
□森林環境税事業費内訳                      (単位千円 )  

 18 年度 19 年度 20 年度 ３ケ年 

森林の多面的機能発揮を目指す取り組み   177,131  278,122  195,364  650,617

奈良の元気な森林づくり推進事業    4,323    4,367    3,564   12,254

森林環境保全緊急間伐事業  172,808  273,755  191,800  638,363

自然との共生を目指す取り組み   28,132   32,256   29,636   90,024

里山林機能回復整備事業             8,847    5,462    5,551   19,860

森林環境教育推進事業   19.285   26,794   24,085   70,164

合 計 205,263  310,378  225,000  740,641

  表 5 森林環境税の使いみち（平成 18 年度～20 年度）   奈良県農林部林政課報告書より 

 

□いこま棚田クラブ整備活動実績 

年 月      内  容 回 数 参加者数

H22/10 竹、倒木整理、枯損木整理   ２  １６ 

H22/11 竹、倒木整理、枯損木整理   ２  ２１ 

H22/12 小木伐採、枯損木伐採整理   ２  ２０ 

H23/1 小木伐採、枯損木伐採整理   ２  ２２ 

H23/2 小木伐採、枯損木伐採整理   ２  ３３ 

H23/3 小木伐採、枯損木伐採整理   ２  ２２ 

合 計   １２ １３４ 

      表６ いこま棚田クラブ整備活動実績 

  

□いこま棚田クラブ利用活動実績 

年 月      内  容 回 数 参加者数 

H22/4 里山自然観察会  １  ２００ 

 里山実習（近畿大学農学部生）  １   ３０ 

H22/5 里山実習（近畿大学農学部生）  ２   ６０ 

 里山体験観察会  １   ３８ 

 里山自然観察会  １   ９８ 

H22/7 里山体験観察会  １   ３４ 

 里山実習（名古屋短期大学生）  １   １３ 

H22/8 里山で遊ぼう（奈良県山の月間）  １   ３２ 

H22/10 里山体験観察会  １   ２５ 

 里山体験会（朝日新聞親子教室）  １   ７０ 

 Ｍｔ．Ｉｋｏｍａ Ｈａｒｖｅｓｔ  １  １００ 

H22/11 里山体験会  １   ２５ 
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H22/12 里山体験会  １   １４ 

H23/3 里山林機能回復整備事業（検査）  １    ７ 

合 計   １６  ７８０ 

       表７ いこま棚田クラブ利用活動実績 

 

                  

 
 
 
 
 
 
    写真１３ 里山林整備    写真１４ 里山実習（大学生）   写真１５ 里山体験会  

 

（�）大学生向け里山講座  
 ①近畿大学農学部 環境管理学科  

    毎年 4 月から環境管理学科 2 回生の里山講座を行っている。1 回当たり 30 名が生駒市  
    西畑の里山で里山保全の講義と里山林の整備実習を行っている。主に里山林内の遊歩  
    道（階段）つくりを体験する。事前に間伐材による枕木、杭などを当クラブで準備し  
    ておき当日は階段作りに入る。実作業の体験と我々社会人との交流で大変人気がある。 

 全学生 150 名を 5 回に分けていこま棚田クラブの活動日には上記の作業を行い計 3 回  
で毎年 100ｍほどの遊歩道が完成している。  
(Ｈ22 年 4/26 5/10 5/24  Ｈ 23 年 4/25 5/9 5/23（雨天中止））  

②名古屋短期大学 現代教養ゼミ  
名古屋短期大学の現代教養ゼミ生の里山講座（1 泊 2 日）を実施した。  
Ｈ22 年 7 月 25 日（日）講義 16:00～ 18:00 生駒山麓公園ふれあいセンター（泊）  
Ｈ22 年 7 月 26 日（月）里山実習 9:00～ 16:00 参加者 女子学生 8 名 指導教授 1 名  
里山林内のサクラ広場に子ども向け木製遊具の設置を始めているが今回の里山実習で  
その遊具作りを体験してもらった。学生たちの作った遊具で里山体験イベントで来る子

どもたちに楽しんで頂くことで学生たちもやりがいを感じていた。  
次年度も名古屋短期大学生によって新しい遊具の建設が計画されている。  

 
                            
 
 
 
 
 
 写真１６ 丸太渡りの建設    写真１７ 完成した丸太渡り 写真１８ 学生とのミーティング  

H22/11 里山実習（シニア自然大学）  １   ３４ 

 

 

107生駒市の西畑地区の棚田・里山の再生と創造



                          平成 22 年度Ｔａｋａｒａハーモニストファンド活動助成報告 

12 

③奈良県立大学講座（ボランティア概論１ 里山保全活動）  
 Ｈ23 年 4 月 22 日（金） 奈良県立大学講義室 受講者 61 名  
 毎年 4 月より 2 回生対象にボランティア論１として全 15 回の講座が開かれる。  
 その中の１コマを｢里山保全とボランティア活動｣と題して講義を行っている。学生の  
 レポートによると里山保全やボランティア活動に大変興味を持っていることが良く分か

る。後期（10 月～12 月）にはこの中からインターシップとして現場実習を選択する学

生もある。  
□受講学生のレポート抜粋（2 例）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                ■学生レポート１１９  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               ■学生レポート１２４  

 
（�）菜の花エコプ���クト活動  
  本活動は休耕棚田の活用とエコ活動（地球温暖化防止）の一環として｢西畑棚田を守る

会｣、｢市民生活協同組合ならコープ｣、｢いこま棚田クラブ｣の三者協働で実施している。  
 菜の花は連作不可のため毎年新しい休耕棚田で栽培している。（3 ケ所を回転）  
 ならコープでは今年度より新たに組合員を募集して｢里山体験と菜の花栽培｣グループを  
作り毎月我々の活動に参加している。毎年 4 月に開催する｢菜の花まつり｣は生駒市広報や

新聞記事により、ならコープ会員の他、生駒市、奈良市の一般市民の参加もあって生駒市
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の一大イベントとなっている。  
 

いこま棚田クラブ日誌      第 � 回菜の花まつり  

2011 年 4 月 2� 日�より 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                          写真１９ 菜の花まつり  

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        写真２０ 里山林内で遊ぶ子どもたち  

 2011 年 4 月 17 日 （日 ）快 晴 の空 の下 、第 ５回 菜 の花 まつりが開 かれました。今 年 はスケジュ

ールを１週 間 遅 らせたにも関 わらず満 開 の菜 の花 が棚 田 一 面 を彩 りました。同 時 に���ク 

ラ、�ン�、�ン��なども一 斉 に開 花 しました。菜 の花 の咲 いている面 積 も過 去 の菜 の花 ま 

つりでも一 番 多 く、それにも増 して参 加 者 が２８５名 と生 駒 市 の一 大 イベントになりました。 

景 観 整 備 の一 つとして休 耕 棚 田 に菜 の花 を植 え地 球 温 暖 化 防 止 に役 立 てようと始 めた�菜 の

花 �コプ�ジ�クト�も今 年 で５回 目 となります。 

 昨 年 １０月 に種 を蒔 いて、その後 間 引 き、草 抜 き、施 肥 などの面 倒 を見 ながら今 年 ４月 には菜

の花 が咲 き、６月 から７月 にかけて刈 り取 り、はさ架 け、脱 穀 、乾 燥 と続 きます。 

搾 油 は滋 賀 県 の業 者 に依 頼 します。この活 動 は西 畑 町 自 治 会 、西 畑 棚 田 を守 る会 、生 活 協  

同 組 合 ”ならコープ”といこま棚 田 クラブが協 働 で実 施 しています。 

�菜 の花 �コプ�ジ�クト�とは 

 地 球 温 暖 化 の原 因 となる温 室 効 果 ガ 

スの発 生 を抑 制 するために菜 の花 を栽  

培 し使 用 済 みの天 ぷら油 を回 収 して軽  

油 の代 替 燃 料 として循 環 させる取 り組  

みです。ならコープではお店 で回 収 した 

廃 食 油 をバイオ燃 料 に再 生 して配 達 車  

両 ２０台 に利 用 しています。 
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（４）第 8 回オーライ！ニッポン大賞の受賞（農林水産省）

 ｢オーライ！ニッポン大賞｣は、都市と農山漁村を往来する新たなライフスタイルの普及

や定着化を図るため日本各地で都市と農山漁村の交流を盛んにする活動に積極的に取り組

んでいる団体、個人を表彰するもので｢いこま棚田クラブ｣が他の３団体とともにオーラ

イ！ニッポン大賞に選ばれました。

    

              第８回オーライ！ニッポン大賞受賞パネル

荒廃した棚田の景観ボランティアとして
2003年設立の任意団体。毎週1回30名
ほどのボランティアが棚田に出かけ景
観整備、援農、自然環境教育を３本の
柱に活動を続けて8年になる。
奈良生活協同組合（奈良コープ）、近

畿大学農学部などと協働で草刈り、間
伐、田んぼ、野菜畑、菜の花エコプロ
ジェクト、ビオトープ、竹炭、しいたけ栽
培、小学生対象の棚田・里山体験会な
ど数多くのイベントを実施し都市住民と
農村の交流を図って棚田・里山の再生
と地域活性化を目指している。

おおよそ 1,800人年間の交流・来場者数

生駒市西畑町の棚田・里山主な活動エリア

生駒市西畑町自治会館主な活動拠点施設

７０日年間の活動日数

８年活動年数

生駒市西畑町は、生駒山を越えて奈良と大阪を結ぶ暗越奈良街道に面
しており、遣唐使が通った道とも言われる地域である。この由緒ある
景観を残そうと地元住民が「西畑棚田を守る会」を結成したが、20世
帯80人の集落では力不足で困っていたところ、自然環境や植物生態系
等を学ぶＮＰＯ法人シニア自然大学校内で有志を募り、「いこま棚田
クラブ」を設立。講座修了生を中心に、毎週１回の定例活動やイベン
ト等の特別活動を含め、年間70日以上は現場で活動を行っている。会
員は約70名で毎回30名程が参加。行政の支援は受けず、民間ボラン
ティアと地域自治会が協働で棚田の再生を行っている点が特徴で、棚
田の休耕田の草刈り（３ha）や石垣出し、休耕田を利用したそばや大
豆の栽培・作業支援のほか、小学生対象の棚田里山体験や大学生対象
の里山実習の自然環境教育として、またシニア自然大学校講座生が年
間90名ほど訪れる教育実習の場としても活用している。奈良県の委嘱
を受けて毎年0.5haの里山林（向山）で行う間伐や枯損木の整備、椎
茸栽培や林内遊歩道つくりなどは、近畿大学農学部の学生も参加して
実施している。奈良コープと共同で休耕田に栽培する菜の花から油を
採取し、廃油をＢＤＦ燃料へ利用するエコサイクルを構築し、畝起こ
しから脱穀までをイベントとして開催、また菜の花の棚田は新たな観
光スポットにもなっている。棚田の活気が地域へも伝わり、神事であ
る大どんとが40年ぶりに復活、菜の花まつり等のイベントでの地元の
農産物を販売など、共同草刈りや収穫祭等で住民が集まる機会も増え、
地域の活動も活発になってきている。直近１年間（2009年11月～2010
年10月）の活動実績は、定例会53回（延べ1503名）、特別活動41回
（延べ2766名）と活動回数も参加人数も増加している。
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（５）地域おこし

 西畑町自治会（西畑棚田を守る会）は 20 世帯 80 人の小規模な集落で農業を辞めた家や

全て兼業農家である。自家用に田畑で農業をしており耕作放棄された棚田までは手が回ら

なかった。私たちと協働で棚田の再生を始め、地元の共同意識も高まりボランティアとの

協働活動に積極的に取り組んでいる。

年数回の共同草刈り、休耕棚田でそば、大

豆の栽培、無添加の味噌作りと販売、伝統行

事｢大とんど｣の復活、生駒市行事の生駒山ｽｶ

ｲｳｵｰｸへの出店（農作物販売）、菜の花まつり

への出店、収穫祭と私たちと協働のイベント

が盛んになり、水車の建設、あずまやの建設

、暗越え奈良街道（国道 309 号）から水車ま

での遊歩道の整備など活気ある町つくりに挑

戦している。

                       写真２１ 大とんど（成人の日開催）

（６）出版図書

 いこま棚田クラブの活動が注目を浴びるようになり、色々な切り口（自然保護、地域活

性化、大学との協働）から執筆依頼が来ている。書物として一般の人々に読んでい頂くこ

とは喜ばしいことと思う。以下に発行書籍の紹介をする。

自治研なら（ 2010 年 11 月）           農業と経済（ 2011.2）

発行：奈良県地方自治研究センタ          臨時増刊号

                                  発行：昭和堂

地域と協働で棚田の再生を実現           

         著者：出口 育宏                 大学農学部と協働でとり

                                  くむ地域の里山再生活動

                                  著者：出口 育宏

５．おわりに

 私たちの活動は最初 (2003 年 6 月 )の小さな集まりからスタートした。発足当初から今日

のような活動を描いていたわけでは勿論ない。ドイツの国民性として良く云われる“走り

ながら考えよう”と始めて活動内容や目標はその折々に生まれてきたものである。

 この固定しない自由な考えがみんなの共感を呼んで今日まで続いてきたものと思われる。

 自然や農業は季節ごとの繰り返しである。でも毎回の活動のたび新鮮な感動が生まれる。

こんな小さな活動に社会的評価（Takara ハーモニストファンド助成、オーライ！ニッ

ポン大賞、生駒市環境行動賞など）を受け、活動している私たちに勇気を与えて頂いた。

これからも“自分のためはみんなのため”とやわらかな心で活動を続けて行きたいと思

っている。ご支援有難うございます。
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